
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この WS では、今日はこんなことがしたいな、という

のを自由に語ってください。2回目は実際の場所を見て、

どんなものがあったらいいかイメージを膨らませ、3回目

ではより具体的にどんなものにしていくかを考えていた 

だき、この地域が必要とする「居場所」

をつくっていきたいと思います。 

地域の「人財」や資源を活用し、お

互いに得意なことを持ち寄り補い合う

ゆるやかな関係づくりができたらと思

います。この場所に来たらほっとする

ような場になることを願っています。 

「縁側語らって。」は「みんなで

支え合うコミュニティ・リノベーシ

ョン事業」として昨年から国の交付

金を受けて行なっている事業です。

地域の人々の結びつきが弱まる中、

空き家等を利用して子どもから高

齢者まで多世代が気軽に立ち寄れ 

る交流の場、みんなの居場所づくりをしていきたいという

ことで、市が開設までのお手伝いをし、運営は主体となる

協議会のような組織に担っていただけたらと思います。 

昨年度はアンケートを行いニーズや課題を調査し、縁側

カフェの構想を検討しました。今年度はこの北小学校区で

WSを通して皆様からアイデアをいただきながら、津島市

の縁側カフェのモデルとなる第一号をつくり、来年度以

降、市内の他の場所にも展開していきたいと思っていま

す。ご協力よろしくお願いします。 

はじめのあいさつに引き続き、ワークショップ（以下

「WS」）の目的やスケジュールなどについての説明や、

事務局・設計者・進行役の紹介がありました。 

10 月 18 日（水）のよる、北コミュニティ

ハウスを会場に、北小学校区の「みんなの居場

所づくり」＝縁側カフェモデルの整備に向け、

利用されるみなさんの想いやアイデアを設計

に活かすためのワークショップ「縁側 語らっ

て。」の第１回を開催しました。参加者は、市

民と事務局スタッフを合わせて 27名でした。 

この日、まずは市民協働課から、ワークショップの目的や居場所づくりの

概要、スタッフや設計者紹介を聞いた後、進行役を交代し、場をときほぐし

お互いを知るためのアイスブレイク。コーヒーブレイクを挟んで後半は、「こ

んな居場所になったらいいナ！」と「こんなことでならお役に立てるかも？」

という「夢」や「思い」を発表し合い、笑顔いっぱいの初回になりました。 

10月 18日(水)19:00～21:30 北コミュニティハウス 

 

北の「居場所づくり」はじまりました。 

はじめに／市民協働課より １ 
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進行役（ファシリテーター）からは、

話し合いの場で大切な「聞き方」

や「話し方」のコツも学びました！ 

津島市 みんなで支え合うコミュニティ・リノベーション事業 ワークショップ   

1 

鈴
木
課
長 

ときほぐし（アイスブレイク）  
ペアになって簡単なゲームをしたり、自己紹介をし合ったり

するアイスブレイクで参加者どうしの距離がぐっと近くに！会場

は笑い声であふれ、なごやかな雰囲気に包まれました。 

事務局 ちゃっぴー 

 
目を見て 

耳で入れて 

心に刻む 

「傾聴」を 

心がけよう！ 
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●気軽に集える場所●不登校の子や一人暮らしの方

が気軽に集えるような居場所を！ ●朝から夜まで

来れる●小学生も中学生も高校生も来てくれるよう

な場所だったらいいなあ●ご縁をつなぐ、居心地が

良い場所●コーヒーやお茶をしながらおしゃべりで

きる場所●いつもおやつ、ごはんが食べられる●赤

ちゃんのいるお母さんの集まれる場所●自由に囲碁

将棋ができる●ミニ展覧会、書道教室●植物がある

●ふるさとを思い出すムード●笑顔いっぱい！ など 

夢語り「希望の葉っぱ」  
～世界でひとつだけの木 

「こんな居場所になったらいいナ！」と「こんなこと

でならお役に立てるかも？」を葉っぱカードに書いて

発表し、一人ひとりの夢や思いを共有しました！ 

みなさんと仲良くお話できて楽しかった／いろいろな特技

を持った方が多くとても良い会でした／地元にたくさんの

楽しい人、地域を繋げたい人がいることがうれしい発見だ

った。人が集まって意見や特技を出せば、すばらしいモノ

ができるなと可能性が見えた／若い人が増えたらいいなと

思いました／次回以降も楽しみ ほか多数 

ひとこと 
アンケート 
より 
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発行＆連絡先： 

津島市役所 市民協働課  

TEL: 0567-24-1111 

FAX: 0567-24-1791 
✉:community@city.tsushima.lg.jp  

こんな居場所になったらいいナ！ 
 

私、こんなことでなら役に立てるかも？ 
 

●おやつ作り、読み聞かせ●子どもと遊ぶ●手芸、

散歩、草花の手入れ、手話●いろんな人の話し相手、

防災、イベントのお手伝い●ストレッチ、健康体操、

太極拳●発達障がい児の支援●文章書きます●チラ

シのデザイン、日曜大工、家具の設計、パソコン講

座●情報提案、お話合い、笑い話、落語、ゲーム●

クリーニングアイロンの仕上げ方を教える●ヘラブ

ナ釣りのことなら任せて●健康相談●津島の歴史の

紹介●行政の相談事●福祉関係 など 

← 世界でひとつだけの木 


